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陸域観測技術衛星2号「だいち2号」データ利用シンポジウム

東南アジア地域におけるだいち2号等を用いた
農業アプリケーション事例について
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食料価格乱高下及び農業に関する行動計画

 2011年、フランスでG20として初めての農業大臣会合が開催

• 食料安全保障の確保を目的として、食料・農産物価格の乱高下への対処等について

議論

• G20による具体的な取組が盛り込まれた、「食料価格乱高下及び農業に関する行動計

画」に合意

＜行動計画の概要＞

（1） 農業市場情報システム（AMIS）（FAOに事務局）

（2） 農業地理モニタリング（衛星情報等）

（3） 迅速対応フォーラム（危機の際に会合）

（4） 緊急人道食料備蓄（国連世界食糧計画（WFP）によるパイロットプロジェクト等）

農水省ホームページより：http://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/g8agri/2011g20.html

→→→ GEO GLAMに委ねられた
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GEO GLAM
（Group on Earth Observation the GLobal Agricultural Monitoring)

• 作物生産予測や気象予報を改善するため、最新のツール、特にリモートセンシングを用い、地球

観測に関する政府間会合を通じて地理情報に基づく農業生産モニタリングに関する自主的な国

際ネットワークを立ち上げることを決意する。この「世界農業地理モニタリングイニシアティブ」は、

より正確な収穫の予測データを提供するという点で、ＡＭＩＳにとって価値のあるものとなる。

農水省ホームページ 行動計画（仮訳）より：http://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/g8agri/2011g20.html
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Asia-RiCE for GEO GLAM/AMIS

• GEO GLAMイニシアティブにおける水稲に関わる部分に担当するため、JAXAが主導でアジアの

宇宙機関および農業機関と連携し、Asia-RiCE（Asia Rice Crop Estimation ＆ Monitoring) を立

ち上げ

• アジア域の主要作物である水稲のモニタリング（作付、収量、作況見通し）について、リモートセ

ンシング技術を用いた情報をGEO GLAMを通してFAO AMISに提供

http://www.asia‐rice.org
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人工衛星を用いた農業モニタリングの応用

定期的、持続的な情報提供のため、一つの衛星・センサではなく、国際的なコンステレーションも踏ま

えた利用可能な複数衛星・センサの最大限の活用による時間分解能、空間分解能の補完が不可欠
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農業地理監視における地球観測衛星、SARの特徴

地球観測衛星の特徴：
• 広域（アクセスが困難な地域含む）
• 一貫性のある定期的な観測
• 準リアルタイム
• 費用対効果 Approx. 600‐800 km height

from the Earth’s surface

Synthetic Aperture Radar (SAR)の特徴：
• 雲の影響を受けにくい
• 雲の多いアジア域ではSARが有効
• 時系列解析による水稲の識別
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水稲作付面積、収量推定ソフト INAHOR

 水稲作付面積、収量推定ソフト INAHORの開発

• INAHOR : “INternational Asian Harvest mOnitoring system for Rice”

• 時系列SARデータを用いて水稲作付けマップ、面積情報などを提供

• JAXA請負業務にてRESTECが設計開発

 主な機能

• 水稲作付けマップ提供（生育ステージ分類を含む）

• 水稲作付け面積、収量情報の提供

 入力データ

• 時系列SARデータ（ALOS PALSAR、ALOS-2 PALSAR-2、RADARSAT-2、

Sentinel-1）
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水稲作付面積、収量推定ソフト INAHOR

 水稲識別の基本的な考え方
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水稲作付面積、収量推定ソフト INAHOR

 INAHORの設計・開発コンセプト

地方の統計職員の方を対象ユーザとし、容易に衛星データから統計に役立つ情報が得ら

れるように設計・開発を実施

1）衛星・センサ選択 2）田植期、生育期画像選択 3）閾値設定、水稲識別

4）2値化、フィルタリング 5）水稲作付マップ保存 KML出力対応
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INAHORを用いた事例紹介

 Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

（ADB RCDTA リージョナル能力開発技術支援プロジェクト 8369）

 APRSAF SAFE プロトタイピング

• Rice Crop Monitoring in the Mekong Delta, Vietnam

• SAR Technology Application for Paddy Crop Monitoring in Central Area of Paddy 

Production, in Indonesia

（JAXAのテクニカルアドバイザー支援）

＊ADB：アジア開発銀行

＊APRSAF（Asia-Pacific Regional Space Agency Forum）：アジア・太平洋地域宇宙機関会議

＊SAFE（Space Applications for Environment）：宇宙技術による環境監視
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Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

This project aims to enhance the capabilities of INternational
Asian Harvest mOnitoring system for Rice (INAHOR), a software 
application developed by the Japan Aerospace Exploration Agency (JAXA) for 
estimating rice crop area and production using radar satellite imagery.

Impact:
More evidence‐based policies and programs on food security

Outcome:
Improved quality and timeliness of rice crop area and production estimates 
and forecasts.

Outputs:
1. Customized software applications on analyzing satellite imagery and similar tools 

provided to pilot countries.
2. Selected staff in pilot countries are able to use output 1 as inputs into rice crop 

estimation and forecasting methods.
3. Online training program on the use of satellite imagery and similar tools for 

agricultural and rural statistics provided for open access.
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Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

 実施概要

改良したINAHOR（INAHOR-AD）を用い、4カ国における州・県単位での

水稲面積、ステージなどの推定と地上検証データによる評価、これらの手法の現地への

技術移転

Executing Agency Asian Development Bank

Source of Funds
Japan Fund for Poverty Reduction

（貧困削減日本基金）

Pilot Countries
Lao PDR, Philippines, 

Thailand and Viet Nam

Technical Adviser
Japan Aerospace Exploration 

Agency (JAXA)

Implementation 
Period

June 2013 to November  2016

Consulting firm RESTEC/AIT
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Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

１．水稲作付けマップ（生育ステージ分類を含む）提供

収量を求めたい期間を指定すると、必要な時系列データを自動で読

み込み、田植え、生育、収穫の３つのステージに分類した水稲作付

けマップを作成

D1D2

D1: Rice crop period (one rice crop cycle (default is 100 days)
D2: Period to use to check a planting season data  for target season(default is 150 days)

Satellite
image

Satellite
image

Satellite
image

Satellite
image

Satellite
image 

(latest image)

Time

harvested

harvested

growing

planting

Backscattering
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Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

２．収量情報提供

推定した水稲作付け面積を用いて、州・県、群、市町村と

いった3階層の境界域を対象に単収を入力し、収量を提供

する。
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Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

３．現地検証・推定結果の検証、トレーニング

QGISなどを用いた調査地図面準備や、タブ

レット端末を用いた現地調査の実施（120サン

プル）。その結果をINAHOR-ADの検証に利用。
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Innovative Data Collection Methods for Agricultural and Rural Statistics

 実施内容・実施状況

１．能力開発・技術移転

• リモートセンシング全般（光学、SAR)の基礎トレーニング実施

• ALOS PALSARアーカイブデータを用いたINAHORトレーニング実施

• 現地統計機関からのINAHOR-ADへの改善要求への対応

• タブレットを用いた現地調査のトレーニング実施

２．水稲作付マップ、収量情報提供および検証作業

• 田植え時期の現地調査実施

• 収穫時期の単収調査を実施中(クロップカッティング）

• 観測計画の調整および観測状況の確認、プロジェクトで利用するALOS-2データの選定実施

• ScanSARプロダクトにおいて、スキャン間ムラの報告があり、データ調達が保留されていた

• 今後ALOS-2データ入手、INAHOR-ADによる処理および検証作業、閾値最適化の確立、それら

を対象とした最終トレーニングを来年の上旬に実施予定
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APRSAF SAFE プロトタイピング

プロトタイピングの概要(2014年から2016年）

 Rice Crop Monitoring in the Mekong Delta, Vietnam

• 目的：米の作付け地および生育の監視と米の単収と収量の推定

ALOS、ALOS-2を用いた水田マップ作成、単収推定モデル開発、単収マップ作成、GIS

データベース作成などの実施

 SAR Technology Application for Paddy Crop Monitoring in Central Area of Paddy 

Production, in Indonesia

• 目的：定期的な米の作付けエリアおよび収量の推定とモニタリングのための衛星デー

タの活用の評価

SARデータを用いた水田マップの更新、収量予測評価のための毎月の生育状況（湛

水・生育・収穫）の情報作成、現地調査に基づく収量推定モデルの開発
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APRSAF SAFE プロトタイピング

 ベトナム メコンデルタの実施状況

現地機関に対し、2015年のALOS-2データを用いたINAHORのトレーニング実施（11/3）。

現在、現地機関にて処理結果の検証を実施中。
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APRSAF SAFE プロトタイピング

 インドネシアの実施状況

現地機関に対し、2015年のALOS-2データを用いたINAHORのトレーニング実施（11/10）。

現在、現地機関にて処理結果の検証を実施中。
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APRSAF SAFE プロトタイピング

対象地域（Subang)における、2014年8月から2015年1月にかけての

ALOS-2データを用いた、毎月の生育状況
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APRSAF SAFE プロトタイピング

 INAHOR on SDMS （クラウドコンピューター）

大容量の衛星データを大量にオンラインで伝送し、ハイスペック計算機により処理することは、

東南アジア地域では容易ではない。その対策として、データおよび処理ソフトINAHORをクラウ

ドに載せてエンドユーザに使って頂く

試みも評価を行っている。

評価に当たっては、NASA・CEOS

SEOが提供するクラウドを利用。

（Space Data Management System）
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実利用にむけての課題と対策

ALOS-2を用いる際の現地機関等のニーズ

 東南アジアでは年間を通じて稲作が行われ、毎月、作況情報を作成する必要があり、その実現のため、

• 国土または主要な穀倉地帯といった広範囲のデータが必要不可欠で、

• 2週間（最低でも毎月）の観測、データ提供を希望する声が多い、

• 合わせて、データの調達のしやすさや、ネットワークを含む計算機環境などへの心配が挙げられた

⇒ 継続的かつ同一観測モードによる、広範囲、高頻度の観測および適正な価格での提供

⇒ クラウドサービスなどを活用した処理環境の提供

⇒ Sentinel-1などのフリーデータとの組み合わせ解析による時空間の補完のための研究開発

⇒ ALOS-2、INAHORなどの最大限の活用のためのPDCAサイクルの実施

 米以外の作物も含めた農業管理、営農支援（効率的な病害虫対策、施肥、収穫、品質向上ブランド化

など）への関心の声も多い

⇒ニーズに応えるための技術開発とその成果の提供。（INAHORの高機能化や農業気象情報と組み

合わせた作況見通し、予測との連携）

 実利用にむけたJAXA様との今後の協力を希望する機関もある（インドネシアなど）
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まとめ

 まとめ

• G20が取り組む「食料価格乱高下及び農業に関する行動計画」に貢献するた

め、Asia-RiCEの活動において、ALOS-2などのデータを用い、アジア地域に

おける米のモニタリングに取り組んでいる

• ALOS-2に関しては、2015年のデータがそろいはじめ、初期解析が終わった

ところ。今後、現地調査結果を用いて検証作業を行う状況

⇒ScanSARのスキャン間ムラの影響が課題、Scan間ムラの解消を期待

• 実利用につなげるための観測計画、データ提供、能力開発などへのJAXA様

などの役割に期待



参考情報
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RESTECの紹介

創立40周年

- 地球観測衛星データの受信・処理設備の開発、

運用支援

- 衛星リモートセンシングに関わる研究開発

- 衛星リモートセンシングの普及啓発

2011年8月、一般財団法人に移行

- 社会利益のための衛星リモートセンシング技

術を用いたソリューション事業の創造

シンクタンク
コンサルティング

研修

ソリューション
事業

研究開発

受信・処理

RESTEC
5つの柱
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RESTECが取り組むソリューション事業の重点5分野

Furuta (Dr.)

Okumura (Msc)

Yamamoto (Dr.)Endo (Dr.)

Yamanokuchi (Dr.)
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